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【審議事項】 

第１号議案  平成２９年度事業報告並びに決算報告について 

第２号議案  任期満了に伴う理事１４名の選任について 

第３号議案  任期満了に伴う監事２名の選任について 

第４号議案  学士会選挙管理委員会委員          

        及び 選挙区委員会委員の推薦について   
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第１号議案       平成２９年度事業報告並びに決算報告 

 

Ⅰ．平成２９年度事業報告 （平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日） 

 事 業 概 況  

  平成２９年度の本会は、取り組むべき重点課題として以下の４点を掲げ、当該課題に対する積極的な取組

みを行うとともに、定款に定める各種事業を実施してきました。 

（１）本会の魅力作りに向けた活動の展開 

（２）七大学及び関連同窓団体との連携協働による会員増強の新たな取組み 

（３）経営の改善と安定化への取組み 

（４）学士会館の機能強化と将来構想への検討着手 

  平成２９年度の各種事業の実施状況は後段にて詳述致しますが、以下、重点課題に対する取組み結果等に

ついて報告致します。 

 

（１）本会の魅力作りに向けた活動の展開 

 会員にとって本会の存在や活動を一層魅力あるものにするため、既存事業（講演会や会報発行）の内容充 

実に努めるとともに、会員各層（若手会員、女性会員、シニア会員、地域会員等）のニーズに応えるべく、 

当該会員にとって魅力あるプログラムの開発・提供に取り組んで来ました（実施活動の具体的内容につきま 

しては、次頁以降に詳述致します）。 

講演会（午餐会・夕食会等）の企画に際しては、会員にとって興味・関心の高いテーマの選定に努めると 

ともに、ノーベル賞受賞者をはじめとする魅力ある講師陣の人選に努め、結果、多くの方の参加を得ること

ができました。また、本会事業を代表する『學士會会報』は、会員のみならず多くの方々から高い評価を得

ております。 

  これら魅力ある本会の活動ではありますが、新規会員の獲得手段や入会動機には必ずしも充分結びつい

ているとは言えず、本会の認知度を高め、本会の魅力を伝えていく努力と工夫が一層強く求められていると

言えます。 

（２）七大学及び関連同窓団体との連携協働による会員増強の新たな取組み 

  会員増強のための常設委員会である「会員増強実行委員会」による検討・提案をもとに、理事会において 

「学士会大学支部規程」を整備・策定し、当該規程に基づく大学支部を設け支部長には各大学総長に就任頂 

きました（平成２９年１１月）。 

  また、昨年１０月には本会の呼びかけにより、各大学の卒業生・同窓会を所管する部門の責任者・関係者 

に集まって頂き「七大学同窓会担当役員・事務局連絡会議」を開催致しました。各大学が抱える課題の共有 

や有効的な実施施策の紹介など、忌憚のない意見交換・情報交換を行うことができました。当会議は今後と 

も継続して開催していきます。 

  これら、七大学あるいは関連同窓団体との信頼・協力関係の深まりにより、卒業式やその他の機会を捉え 

 ての入会勧誘活動に多大な協力が得られるようになりました。新卒業学士・修士等に対する組織的な入会勧 

誘活動を初めとして、(現状は一部大学に留まってはおりますが)新入生に対する組織的な入会勧誘活動（「学 

生会員」勧誘）も実施できるようになり、大きな成果に繋がっております。 

今後ともこのような取組みを拡大させて参ります。 

【審議事項】 
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（３）経営の改善と安定化への取組み 

  本会の収入は会費および会館運営収入に大きく依存しています。会員数減少に伴う会費収入の落ち込み 

は依然続いていますが、本年度も前年度同様に終身会員への切り替えが予想以上に図られ、終身会費の伸び 

により会費収入は目標を大きく上回る結果となりました。 

  一方、㈱学士会館精養軒に運営を委託しております会館運営事業は、婚礼事業の大幅な減収などにより 

同社の経営を厳しいものにするとともに、本会の会館収入（同社からの納付金）の減収にも繋がっております。

今後も会館運営を取り巻く事業環境は一層の厳しさが予想されるため、本会においても引き続き経費の節減

や効率的な業務運営に努め、経営の安定化に向けた努力を行って参ります。 

（４）学士会館の機能強化と将来構想への検討着手 

  学士会館の適正な維持管理の為に定期的な保守メンテナンスを行うとともに、経年劣化対応や利用者 

ニーズに対応するため、会館施設の改修や附属機器の更新・機能向上等を適宜行い、商業施設としての機能

維 

持、品質向上に努めました。 

 また、昨年は事業計画に基づき、理事長の下に将来に向けた学士会館の整備問題を検討するための検討会 

（「学士会館の整備に関する検討会」）を設け、様々な視点からの検討を行ない、理事会に対し検討結果の

報告を行うとともに本問題に関する新たな専門委員会の設置を答申致しました。 

  平成３０年度は、本答申に基づく新たな委員会（「学士会館整備検討委員会」）を設置し、学士会館の整備 

方針に関する具体的な検討を、期限を定めて行うことにしております。 

以下、各事業別にその概要を報告致します。 

１．会 報 （ 『學士會会報』及び『ＮＵ７』 ） 

本会会報である『學士會会報』と『ＮＵ７』を隔月に同時発行致しました。『學士會会報』は第９２４号

を平成２９年５月、第９２５号を７月、第９２６号を９月、第９２７号を１１月、第９２８号を平成３０年

１月、第９２９号を３月にそれぞれ発行し、全会員に配布致しました。また、『學士會会報』は七大学各学

部図書館に寄贈する他、国立国会図書館や各県立図書館等へも毎号寄贈し、本会の目的でもある“学術的文

化的知識の交流普及”に努めました。 

 七大学総合情報誌として平成２７年９月より発行している『ＮＵ７』は、第１１号を５月、第１２号を

７月、第１３号を９月、第１４号を１１月、第１５号を平成３０年１月、第１６号を３月にそれぞれ発行し

全会員に配布するとともに、同窓会等で学士会館を利用する卒業生や七大学関係者、そしてホームカミング

デー、地域講演会の参加者等に無料で配布し、会員増強に資するよう努めました。 

 また、本年は３年振りに『会員氏名録』を発行しました。平成２９年７月３１日現在の会員氏名録原稿を

もとに編集を行い、１１月に「平成２９年会員氏名録」として発行しました。 

 

２．学 士 会 館 

（１）会館の利用実績は次の通りです。 

  □会 議 室 利 用 回 数   ３，９６０回（  ３，９１２回）※カッコ内は前年度の実績   

□会 議 室 利 用 人 員 １６２，８０６名（１６３，５５８名）   

  □宿 泊 室 利 用 人 員   ８，６７０名（  ８，４０６名）   計 ３４０，８２１名 

□レストラン等利用人員 １５６，７２３名（１５２，５１１名）     [１日平均９５７名] 

□読 書 室 利 用 会 員     ３，１６１名（  ３，４６６名） 

□会員俱楽部室利用会員    ９，４６１名（    ９，５３６名）  

※延べ人数 
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（２）会館を適切に維持・保全するために、次の通り会館の補修・改修工事を行いました。 

   ・201・210・320 号室音響・映像・照明改修工事 

      ・地階ポンプ室スプリンクラー設置工事 

   ・エレベーター、外部エスカレーター、リフト修理工事（経年部品交換） 

   ・紅楼夢厨房空調機改修、320 号室配膳室空調機設置工事 

   ・各所漏水対策補修工事 

   ・各種設備保全修理工事 

 

３．講演会、談話会、その他の集会 

 （１）午 餐 会 

   本年度は次の通り、各分野で活躍される多彩な方々による講演会を開催し、延１，３６０名の参会が 

ありました。なお、８月、１２月は例年通り休会致しました。 

日本の気候変動の実態と将来予測        西 出  則 武 氏  （平成２９年 ４月例会） 

糖尿病の発症予防と最新治療          春 日  雅 人 氏  （平成２９年 ５月例会） 

恩師 長谷川伸先生から学んだこと       平 岩  弓 枝 氏  （平成２９年 ６月例会） 

トランプ政権半年総括             小 松    浩 氏  （平成２９年 ７月例会） 

クローン文化財～法隆寺金堂壁画・釈迦三尊像の再現    

宮 廻   正  明  氏  （平成２９年 ９月例会） 

長寿時代におけるセカンドライフの設計     秋 山  弘  子 氏  （平成２９年１０月例会） 

北斎とジャポニスム              馬 渕  明 子 氏  （平成２９年１１月例会） 

宗像・沖ノ島祭祀遺跡の調査と成果           小 田  富士雄 氏  （平成３０年 １月例会） 

二・二六事件における一般兵士－大衆軍隊の出現の意味              

三 谷  太一郎  氏  （平成３０年 ２月例会） 

しっくりこない日本語              北 原  保 雄 氏    （平成３０年 ３月例会） 

 

（２）夕 食 会 

 

   本年度は次の通り、午餐会と同様に、各分野で活躍される多彩な方々による講演会を開催し、 

 延１，４９３名の参会がありました。なお、５月と８月は例年通り休会、１月は「新春講演会」開催の

ため休会致しました。 

混迷の中東・欧州をトルコから読み解く    内 藤  正 典 氏  （平成２９年 ４月例会） 

ＥＵはどこに向かうのか              遠 藤    乾 氏  （平成２９年 ６月例会） 

続々見つかる「第二の地球」候補－地球外生命発見への期待－       

渡 部  潤 一  氏  （平成２９年 ７月例会） 

がん免疫療法～その効果と可能性       河 上    裕  氏  （平成２９年 ９月例会） 

私の棋士人生                加 藤  一二三 氏  （平成２９年１０月例会） 

中国・北朝鮮情勢と日本の外交         宮 家  邦 彦  氏  （平成２９年１１月例会） 

２０１８年日本政治の展望          芹 川  洋 一  氏  （平成２９年１２月例会） 

食の進化と共生               山 極  壽  一  氏  （平成３０年 ２月例会） 

しんかい６５００の世界              大 西  琢  磨  氏  （平成３０年 ３月例会） 
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（３）新春講演会 

本年度は次の通り、新春講演会を開催し、２４０名の参会がありました。 

酵母から学んだこと               大 隅  良 典 氏 （平成３０年  １月１２日） 

 

（４）関西茶話会 

本年度は昨年に引き続き、関西地区の会員を対象とした茶話会を開催し、延１０７名の参会がありました。 

第２８回「日本絵画を読み解く」       佐々木 正  子 氏  （平成２９年 ４月２２日） 

第２９回「大阪弁の歴史とイメージ形成—役割語の観点から—」 

金  水      敏  氏 （平成２９年 ６月１７日） 

第３０回「博物館で探るヒトの知恵の進化」   大 野 照 文 氏  （平成２９年１１月１８日） 

 

（５）見 学 会 等 

首都圏及び関西地域において、以下のとおり見学会等を開催しました。 

［首都圏］ 

本年度は次の通り、見学会を開催し、延４２名の参会がありました。 

「カナダ大使館見学会」                               （平成２９年 ６月２８日） 

「東京大学大学院農学生命科学研究科附属牧場見学ツアー」       （平成２９年 ９月 ９日） 

［関西地区］ 

本年度は次の通り、見学会（解説付き）等を開催し、各４０名、１１１名、３４名の参会がありました。 

「對龍山荘見学会」              小 川 史 郎 氏  （平成２９年 ６月 ３日） 

「京都国立博物館開館１２０周年記念展覧会（国宝）見学会」 

降 矢 哲 男 氏  （平成２９年１０月１３日） 

「大阪企業家ﾐｭｰｼﾞｱﾑ見学会・講演会」      宮 本 又 郎 氏  （平成３０年 ２月１７日） 

                                

（６）クリスマス家族会 

   平成２９年１２月２３日、学士会館においてクリスマス家族会を開催致しました。「催し」として、 

忍者マジシャン Ｍｒ．ニンニンによる体験型マジックショーを開催し、３６８名の参会がありました。 

 

（７）新年祝賀会 

   平成３０年１月５日、佐々木毅理事長の新年の挨拶、賀宴、米澤賢一会員の謡曲披露の後、「催し」 

として、平曲（正調平家琵琶）弾き語り奏者 荒尾努氏による「平家琵琶の調べ」で新年を祝いました。

１９８名の参会がありました。 

 

（８）若手交流会 

本年度は次の通り、４５歳までの会員を対象とした若手限定交流会を開催し、４１名の参会がありま 

した。 

独身会員限定 夜の花やしき貸切パーティー              （平成３０年  ３月２１日） 
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（９）若手茶話会 

本年度、４２歳までの会員を対象とした茶話会（「土曜カフェ」「土曜ランチ」）を毎月定例で開催しま

した。会員が提案する様々なテーマでの討論やディスカッションを行い、交流を深めました。また、その

中から「読書会」や「ミニプレゼン会」、「名古屋ランチ」など参加者が運営する会を独立開催し、延４７

８名の参会がありました。 

   ＜テーマ・ゲスト＞ 

「学生の思い出」                 日江井 榮二郎 氏  （平成２９年 ５月２７日） 

「お国柄」                    藤 井 郁 也 氏  （平成２９年 ６月２５日） 

「グローバル・リーダーを目指すあなたへのメッセージ  

～壁を乗り超える〝Crossover”という生き方～」（ミニプレゼン会）   

池 田 洋一郎 氏  （平成２９年 ７月１２日） 

「フリートーク」                  濵 田 敏 彰 氏  （平成２９年 ９月３０日） 

 

（10）女 性 会 

  本年度は次の通り、女性会員を対象とした女性会を開催し、延４７名の参会がありました。 

「メイクセラピー教室」                        （平成２９年 ５月２０日） 

「フラ体験教室」                           （平成２９年 ８月 ５日） 

「東京友禅色挿し体験教室」                      （平成２９年１０月２８日） 

「朝の築地めぐりとお正月料理」                    （平成２９年１２月１６日） 

「気功・太極拳教室」                         （平成３０年 ２月１７日） 

 

（11）地域講演会 

    昨年度に続き、北海道、東北、名古屋、九州大学の所在地域で講演会を開催し、延５０８名の参会が

ありました。 

    □北海道地区（講演会・懇親会）       共催  学士会、北海道大学校友会エルム 

後援  北海道大学、北海道新聞社 

ＮＨＫ札幌放送局 

    「世界的課題解決に貢献する国立大学の使命～北海道大学の挑戦～」  

名 和 豊 春 氏   (平成２９年１０月１４日) 

                                                                                 （１０３名） 

      □名古屋地区（講演会・夕食会）       共催  学士会、名古屋大学全学同窓会 

                          後援  名古屋大学  

    「チカラある分子を創る 合成化学、ナノカーボン科学、生命科学の融合」          

伊 丹 健一郎 氏  （平成２９年１２月 ５日） 

（１６０名） 

   □東 北 地 区（講演会・懇親会）       主催  学士会    

共催  東北大学、東北大学萩友会 

                             後援  河北新報社、ＮＨＫ仙台放送局 

    「仙台藩の戊辰戦争」              中 村 彰 彦 氏  （平成３０年 ２月 ３日） 

（１０７名） 
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     □九 州 地 区（講演会・懇親会）       主催  学士会、九州学士会 

                             後援  九州大学、九州大学同窓会連合会 

                                                          福岡市・福岡市教育委員会 

西日本新聞社、ＮＨＫ福岡放送局 

    「書の魅力－その魅力と見方－」        島 谷 弘 幸 氏  （平成３０年 ３月 ３日） 

（１３８名） 

（12）ホームカミングデーへの出店 

   昨年度に引き続き、本年度も各大学が主催するホームカミングデーに、次のとおり参加しました。 

① 大 阪 大 学 学士会紹介                    （平成２９年 ４月３０日） 

② 東 北 大 学 七大学紹介及び学士会館オリジナル商品紹介      （平成２９年 ９月３０日 

１０月  １日） 

③ 東 京 大 学 学士会ビア屋台                  （平成２９年１０月２１日) 

④ 名古屋大学 学士会紹介                     （平成２９年１０月２１日） 

⑤ 京 都 大 学 七大学紹介及び学士会館オリジナル商品紹介     （平成２９年１１月 ３日） 

 

（13） サマ―パーティー・クリスマスパーティー 

    東京大学校友会と共催で、独身者を対象とした若手交流会を開催し、延９２名の参会がありました。 

「サマーパーティー２０１７」                    （平成２９年 ７月１６日） 

「クリスマスパーティー２０１７」                （平成２９年１２月１７日） 

 

（14）ウェルカムパーティー 

若手会員が今年度の新卒会員を招待する形でのイベント｢ウェルカムパーティー｣を平成２９年７月 

２９日に開催しました。６４名の参会がありました。 

 

（15）七大学学生の集い 

学生会員に対する企画イベントとして、平成３０年２月７日に「 第４回 七大学学生の集い」を開催

しました。本年度も七大学の学部生及び大学院生を対象に募集を行い、参加学生同士の交流を行うと

共に、今回は学士会館提携の美容室「アプローズ」協力のもと、就職活動等に対応したヘアアレンジ講

習会を実施いたしました。学生会員１４名の参加がありました。 

   

（16）鑑賞ツアー 

   外部団体が企画・主催する「演劇」「コンサート」「古典芸能」等の文化・芸術イベントを、価格割引、

優良席提供等の会員特典を付与して紹介・斡旋する「鑑賞ツアー」を、本年度は１１回企画・実施し、

延７４８名の参加がありました。 

 

（17）良 縁 企 画 

結婚を希望している会員や、その親御様を対象にした企画を「学士会館・良縁倶楽部」と共催し、 

延５１名の参会がありました。 
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    「年代限定良縁パーティー」                         （平成２９年 ８月  ５日） 

    「親から始める子どものための良縁イベント」                 （平成２９年 ９月１７日） 

  

 （18）親子向け企画 

子育て世代が、子どもと一緒に参加可能な企画を開催し、延９３名の参会がありました。 

   「間伐皮むき親子体験 in 高尾の森」                    （平成２９年 ５月２８日） 

   「学士会ボードゲーム大会」                        （平成２９年 ８月  ６日） 

      「親子で防災体験学習」                          （平成３０年 ２月２４日） 

      「あなたの腕に一直線！学士会館屋上で鷹匠体験」              （平成３０年 ３月２５日） 

 

 （19）シニア世代向け企画 

主に、シニア世代を対象にした企画を開催し、延４１名の参会がありました。 

   「オリンピック代表選手に学ぶ初心者向けウォーキング教室」     （平成２９年１１月 ３日） 

   「歌声喫茶ＩＮ学士会館」                      （平成２９年１２月 ２日） 

 

４．諸 会 議 等 

 （１）通常代議員総会 

本年度の通常代議員総会を、平成２９年６月２２日学士会館において開催致しました。当日の出席代

議員６７名、書面等による議決権行使代議員２５名、合計９２名の出席により総会が成立し、次の議案

を諮りそれぞれ承認可決致しました。 

議案１ 平成２８年度事業報告、貸借対照表、正味財産増減計算書、財産目録及び財務諸表 

の注記の承認について 

議案２ 任期満了に伴う監事２名の選任について 

      

（２）臨時代議員総会 

平成３０年３月１５日、臨時代議員総会を学士会館において開催致しました。当日の出席議員は６５

名、書面等による議決権行使代議員２３名、計８８名の出席により成立し、増子曻総会議長のもとで

次の議案を審議し、承認可決致しました。 

議案１ 平成３０年度事業計画案及び予算案について 

議案２ 理事の補充選任について 

報告事項 学士会館の整備に関する検討について 

 (３）理 事 会 

   本年度において次の通り開催し、諸般の会務について審議決定致しました。 

   □４月理事会（平成２９年  ４月２７日） 

 １．平成２９年度通常代議員総会の開催について 

 ２．平成２９年度理事会日程について  

      ３. 平成２８年度決算概要について 

 報告（１）「学士会館の整備に関する検討会」の設置について 

（２）新卒業学士等の入会状況について 
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（３）平成２８年度末会員数及び年度内動向 

   □５月理事会（平成２９年 ５月２５日） 

１．平成２９年度通常代議員総会の議案について 

２．㈱学士会館精養軒の第６６期定時株主総会議案について 

報告（１）会員増強について―会員数の増減等― 

□６月理事会（平成２９年 ６月２２日） 

      １．大﨑（副理事長）の「退任申出」と今後の対応について 

２.（本日開催）通常代議員総会について 

□７月理事会（平成２９年 ７月２７日） 

１．「会報編集委員会」委員の補充選任について 

２.「会員氏名録」の発行（発行部数）について 

報告（１）「会館の整備に関する検討会」開催報告 

（２）会員増強について 

（３）現任代議員の「辞任」について 

（４）「地域イベント（講演会・交流会）」の開催について 

（５）第５６回全国七大学総合体育大会（七大戦）の開会式について 

（６）平成２９年度後半の理事会等日程について 

□９月理事会（平成２９年 ９月２８日） 

１．学士会館の整備について 

  －「会館の整備に関する検討会」からの報告－ 

２．京都大学・楽友会館レストラン業務の運営受託について 

  －㈱学士会館精養軒としての受託業務－ 

報告（１）会員増強について 

  （２）夏期期間中の会館補修・改修工事の実施について 

（３）「全国七大学総合体育大会」の競技結果及び閉会式について 

（４）事務局人事について 

□１１月理事会（平成２９年１１月２４日） 

１．平成２９年度上半期決算報告－併せ（株）学士会館精養軒上半期決算報告－ 

  及び上半期資金運用状況報告並びに下半期資金運用計画（案）について 

２．平成２９年度「臨時代議員総会」の開催について 

３．平成３０年度の理事会等開催日程について 

４．「学士会大学支部規程（案）」について 

５．京都大学・楽友会館レストランの運営方針について 

報告（１）「会館の整備に関する検討会」報告結果について 

（２）会員増強について 

□１月理事会（平成３０年 １月２５日） 

１．平成２９年度決算見通しについて 

２.「会館の整備に関する検討会」答申について 

３. 平成２９年度臨時代議員総会議題について 
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４. 事務局人事について 

報告（１）会員増強について 

  （２）京都大学・楽友会館レストラン業務の受託契約締結について 

□２月理事会（平成３０年 ２月２２日） 

１．「会館の整備に関する検討会」答申について（１月理事会継続） 

  及び代議員総会への報告内容について 

２．平成３０年度 事業計画案について－代議員総会第１号議案－ 

３．平成３０年度 予算案及び資金計画案について－同上－ 

４. 理事の補充選任について－代議員総会第２号議案－ 

報告（１）「会員増強」について 

  （２）地域講演会開催結果（東北）及び開催予定（九州）について 

□３月理事会（平成３０年 ３月１５日） 

   １．「学士会館整備検討委員会」の運営について 

報告（１）（本日開催）臨時代議員総会について 

 （４）監 事 会 

平成２９年５月２５日に監事会を開催し、以下の議題について検査及び審議を行いました。 

１．平成２８年度貸借対照表、正味財産増減計算書、財産目録及び財務諸表の注記の検査 

   ２．「公益目的支出計画実施報告書」の内容について 

   ３．監査法人からの報告 

   ４．代議員総会第２号議案（任期満了に伴う監事２名の選任）の件 

 

 （５）常 務 会 

毎月定期的に常務会を開催し、理事会提出議案の審議等、種々の会務を審議し必要事項を決定致しました。 

 

 （６）諸 委 員 会  

   ア．会報編集委員会 

本年度は次の通り開催し、種々検討・協議の上、各号の執筆候補者を決定致しました。 

第１回  平成２９年  ５月２５日  会報第９２７号 

       第２回  平成２９年  ７月２７日  会報第９２８号 

       第３回  平成２９年  ９月２８日  会報第９２９号 

       第４回  平成２９年 １１月２４日  会報第９３０号 

       第５回  平成３０年  １月２５日  会報第９３１号 

       第６回  平成３０年  ３月１５日  会報第９３２号 

 

イ．会員増強実行委員会 

委員会は、次の通り開催され、会員増強に向けての各種施策について協議を行いました。 

また、『ＮＵ７』については、編集担当委員による内容確認の上で、隔月で発行しています。 
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第１７回 平成２９年  ４月２６日 

第１８回 平成２９年  ６月 １日 

第１９回 平成２９年  ７月２０日 

第２０回 平成２９年  ９月 ７日 

第２１回 平成２９年 １１月 ２日 

第２２回 平成３０年  ２月 ２日 

なお、本委員会は平成３０年４月以降も継続して開催されております。 

 

ウ．趣味同好会 

平成２９年１２月１日に撞球、囲碁、将棋、俳句、漢詩、短歌、落語各会の年間優秀会員にそれぞれ

理事長杯を授与し、その後、懇親会を開催し、懇談を行いました。 

 

５．会   員 

本年度における正会員の増減及び年度末正会員数は次の通りです。＊カッコ内は前年度実績 

       新      会      員    ７７３名 （  ８７０名） 

         逝 去 会 員      ７８５名 （  ７５６名） 

       退 会 会 員    １，００３名 （  ９３２名） 

会費長期未納退会者     ２６４名 （  ３８３名） 

       差      引      減  １，２７９名 （１，２０１名） 

       現 在 会 員 数  ４５，５１５名 （内 終身会員５，５６４名） 

     （注：「終身会員」の内、戦前に制定された終身会員制度による加入者が５２９名、 

         平成２１年度より新たに制度化された「新終身会員」が５，０３５名になります）  

 

６．そ の 他 

当会は、㈱学士会館精養軒に学士会館の運営業務を委託しておりますが、平成１６年２月以降、当会が

同社の株式を１００％保有しております。同社の概要は次の通りです。          

  ［株式会社学士会館精養軒の概要］（平成３０年３月３１日現在） 

□名 称  株式会社学士会館精養軒 

□所 在  東京都千代田区神田錦町３－２８ 

    □代表者  代表取締役社長 渡邉 幸重 

    □資本金  １０，０００，０００円 

    □売上高  １，６３５，４５９千円（平成２９年度決算） 

 

㈱学士会館精養軒の平成２９年度の営業結果は、次の通りです。 

    □平成２９年度（平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日）決算  

     ・売 上 高 １，６３５，４５９千円（前年度：１，６４７，９５４千円） 

     ・営業利益    △２，８０８千円（ 同 ：   ３０，０１０千円） 

     ・経常利益     ２，３７０千円（ 同 ：   ３７，５６３千円） 

なお、当会との取引関係については、「平成２９年度決算報告」における「財務諸表の注記」をご参照 

下さい。 
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Ⅱ．平成２９年度 決算報告 （平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日） 

 

 

貸 借 対 照 表 
（平成３０年３月３１日現在）                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当年度 前年度

Ⅰ　資産の部

1． 流動資産

　　現金預金 218,568,941 213,499,779 5,069,162

　　未収金 36,597,965 37,370,651 △ 772,686

　　仮払金 638,915 0 638,915

　　前払費用 4,455,839 1,562,145 2,893,694

260,261,660 252,432,575 7,829,085

2． 固定資産

（１）基本財産

    土地 432,393,320 432,393,320 0

    建物 330,867,679 374,632,674 △ 43,764,995

基本財産合計 763,260,999 807,025,994 △ 43,764,995

（２）特定資産

　　建物改築引当特定資産 1,554,748,000 1,558,744,800 △ 3,996,800

　　建物設備修繕特定資産 1,493,842,239 1,512,361,068 △ 18,518,829

　　会員活動強化特定資産 305,700,050 289,982,458 15,717,592

　　終身会費特定資産 97,805,000 87,300,000 10,505,000

　　退職給付引当特定資産 77,620,250 75,217,750 2,402,500

　　役員退職慰労引当特定資産 3,787,930 3,895,430 △ 107,500

特定資産合計 3,533,503,469 3,527,501,506 6,001,963

（３）その他固定資産

　　什器備品 56,132,522 40,164,217 15,968,305

　　一括償却資産 1,058,741 448,467 610,274

　　ソフトウエア 10,465,119 6,475,711 3,989,408

　　子会社株式 16,000 16,000 0

その他固定資産合計 67,672,382 47,104,395 20,567,987

4,364,436,850 4,381,631,895 △ 17,195,045

4,624,698,510 4,634,064,470 △ 9,365,960

科　目 増　減

流 動 資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

資　　産　　合　　計
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（単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当年度 前年度

Ⅱ　負債の部

1． 流動負債

　　未払金 27,094,612 21,810,735 5,283,877

　　前受金 3,644,320 2,686,915 957,405

　　預り金 1,370,114 955,727 414,387

　　未払消費税等 1,427,600 3,175,100 △ 1,747,500

　　賞与引当金 6,704,000 6,667,000 37,000

40,240,646 35,295,477 4,945,169

2． 固定負債

　　退職給付引当金 77,620,250 75,217,750 2,402,500

　　役員退職慰労引当金 3,787,930 3,895,430 △ 107,500

81,408,180 79,113,180 2,295,000

121,648,826 114,408,657 7,240,169

Ⅲ　正味財産の部

1． 指定正味財産 0 0 0

2．一般正味財産 4,503,049,684 4,519,655,813 △ 16,606,129

（うち基本財産への充当額） (763,260,999) (807,025,994) (△ 43,764,995)

（うち特定資産への充当額） (3,452,095,289) (3,448,388,326) (3,706,963)

4,503,049,684 4,519,655,813 △ 16,606,129

4,624,698,510 4,634,064,470 △ 9,365,960

正  味  財  産  合  計

負債及び正味財産合計

科　目 増　減

流 動 負 債 合 計

固 定 負 債 合 計

負　　債　　合　　計
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正味財産増減計算書 

（平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 一般正味財産増減の部

1．経常増減の部
（1）経常収益

① 特定資産運用益
特定資産受取利息 28,932,930 26,522,596 2,410,334

② 受取会費
普通会費収益 162,538,800 168,958,500 △ 6,419,700
終身会費収益 19,400,000 39,000,000 △ 19,600,000

③ 会館運営収益
業務委託固定収益 289,440,000 289,440,000 0
業務委託変動収益 48,623,359 49,052,645 △ 429,286

④ 事業収益
講演会等収益 23,448,804 25,498,484 △ 2,049,680
同好会費収益 749,066 632,961 116,105
会報等広告料収益 7,843,608 7,919,558 △ 75,950
氏名録発行収益 25,924,002 0 25,924,002

⑤ 雑収益
受取利息及び配当金 16,002,085 16,002,214 △ 129
その他収益 3,176,121 2,840,154 335,967

経 常 収 益 計 626,078,775 625,867,112 211,663

（2）経常費用
①事 業 費
役員報酬 2,533,198 2,664,724 △ 131,526
給与手当 96,344,640 97,490,214 △ 1,145,574
賞与引当金繰入額 4,960,960 4,933,580 27,380
退職給付費用 3,923,850 4,404,850 △ 481,000
福利厚生費 16,007,833 16,075,702 △ 67,869
旅費交通費 3,169,786 3,537,845 △ 368,059
電話費 771,476 813,372 △ 41,896
減価償却費 73,340,354 79,524,478 △ 6,184,124
什器備品費 803,124 705,525 97,599
事務用品費 696,592 676,575 20,017
消耗品費 4,032,577 4,856,944 △ 824,367
図書費 429,759 427,842 1,917
営繕費 18,379,360 17,728,400 650,960
施設保守費 74,736,175 72,295,203 2,440,972
給水冷暖房費 20,570,813 19,711,273 859,540
電灯電力費 34,288,978 31,403,911 2,885,067
保険料 1,053,090 1,053,090 0
租税公課 56,569,600 56,790,400 △ 220,800
会報費 60,068,451 63,184,224 △ 3,115,773
氏名録関連費 27,245,430 0 27,245,430
講演会等経費 22,724,081 23,413,911 △ 689,830
会員活動強化費 5,550,765 1,912,003 3,638,762
七大学支援費 7,537,000 7,596,500 △ 59,500
システム管理費 6,485,108 5,341,940 1,143,168
会場施設使用料 1,723,000 1,737,000 △ 14,000

事 業 費 計 543,946,000 518,279,506 25,666,494

科　目 当年度 前年度 増　減
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当年度

② 管理費
役員報酬 5,256,639 5,481,011 △ 224,372
給与手当 33,850,831 34,253,329 △ 402,498
賞与引当金繰入額 1,743,040 1,733,420 9,620
役員退職慰労引当金繰入額 821,251 864,173 △ 42,922
退職給付費用 1,378,650 1,547,650 △ 169,000
福利厚生費 7,187,784 7,121,933 65,851
旅費交通費 1,565,924 1,518,320 47,604
会議費 5,357,407 6,013,454 △ 656,047
賃借料 115,628 115,628 0
電話費 330,634 345,987 △ 15,353
減価償却費 3,177,246 3,032,486 144,760
事務用品費 298,547 289,967 8,580
給水冷暖房費 636,220 609,640 26,580
電灯電力費 1,060,493 971,260 89,233
租税公課 19,768,184 18,615,278 1,152,906
会員活動強化費 0 4,062,143 △ 4,062,143
会員証作成費 1,039,795 0 1,039,795
集金費 5,456,181 5,517,434 △ 61,253
業務報酬料 4,987,500 5,190,000 △ 202,500
システム管理費 5,116,509 4,713,940 402,569
雑費 1,122,596 1,675,071 △ 552,475

管 理 費 計 100,271,059 103,672,124 △ 3,401,065

経 常 費 用 計 644,217,059 621,951,630 22,265,429

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 18,138,284 3,915,482 △ 22,053,766
特定資産評価損益等 11,820,700 △ 37,546,500 49,367,200

当期経常増減額 △ 6,317,584 △ 33,631,018 27,313,434

2.経常外増減の部
（1）経常外収益 0 0 0

経 常 外 収 益 計 0 0 0

（2）経常外費用
① 基本財産除却損 7,945,611 518,248 7,427,363
② 特定資産償還損 660,000 0 660,000
③ 固定資産除却損 1,542,934 1,013,765 529,169

経 常 外 費 用 計 10,148,545 1,532,013 8,616,532

当期経常外増減額 △ 10,148,545 △ 1,532,013 △ 8,616,532

税引前一般正味財産増減額 △ 16,466,129 △ 35,163,031 18,696,902

法人税・住民税及び事業税 140,000 140,000 0

当期一般正味財産増減額 △ 16,606,129 △ 35,303,031 18,696,902

一般正味財産期首残高 4,519,655,813 4,554,958,844 △ 35,303,031

一般正味財産期末残高 4,503,049,684 4,519,655,813 △ 16,606,129

Ⅱ 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ 正味財産期末残高 4,503,049,684 4,519,655,813 △ 16,606,129

科　目 前年度 増　減
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科
目

会
報

発
行

事
業

寄
附

事
業

Ⅰ
一
般

正
味
財
産
増
減
の
部

１
．
経

常
増
減
の
部

（
1）

経
常
収
益

　
①
特

定
資
産
運
用
益

0
0

0
0

0
0

0
0

0
28
,9
32

,9
30

28
,9
32

,9
30

　
②
受

取
会
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
18

1,
93

8,
80
0

18
1,
93

8,
80
0

　
③
会

館
運
営
収
益

0
0

0
33
8,

06
3,

35
9

0
0

0
0

33
8,
06

3,
35

9
0

33
8,
06

3,
35
9

　
④
事

業
収
益

7,
84
3,

60
8

0
7,

84
3,

60
8

0
9,

86
2,

06
2

30
,1

11
,5

14
0

10
,1

48
,2
96

50
,1

21
,8
72

0
57

,9
65

,4
80

　
⑤
雑

収
益

0
0

0
0

0
0

0
0

0
19
,1
78

,2
06

19
,1
78

,2
06

　
　
　

経
常
収
益
計

7,
84
3,

60
8

0
7,

84
3,

60
8

33
8,

06
3,

35
9

9,
86
2,

06
2

30
,1

11
,5

14
0

10
,1

48
,2
96

38
8,
18

5,
23

1
23

0,
04

9,
93
6

62
6,
07

8,
77
5

（
2）

経
常
費
用

　
①
事

業
費

10
3,
24
7,

35
4

7,
18
0,

00
0

11
0,

42
7,

35
4

28
0,

53
4,

89
2

29
,5

96
,0

54
72
,1

59
,0

99
20
,7

53
,8

17
30
,4

74
,7
84

43
3,
51

8,
64

6
0

54
3,
94

6,
00
0

　
　
　

　
役
員
報
酬

2,
53
3,

19
8

0
2,

53
3,

19
8

0
0

0
0

0
0

2,
53

3,
19
8

　
　
　

　
給
料
手
当

26
,0
13

,0
52

0
26

,0
13
,0

52
26

,0
13
,0

52
13
,4

88
,2

49
14
,4

51
,6

96
6,
74

4,
12

4
9,
63

4,
46

7
70
,3

31
,5
88

96
,3
44

,6
40

　
　
　

　
賞
与
引
当
金
繰
入

額
1,
33
9,

45
9

0
1,

33
9,

45
9

1,
33
9,

45
9

69
4,

53
4

74
4,
14

4
34

7,
26

7
49

6,
09

7
3,
62

1,
50

1
4,
96

0,
96
0

　
　
　

　
退
職
給
付
費
用

1,
05
9,

43
9

0
1,

05
9,

43
9

1,
05
9,

43
9

54
9,

33
9

58
8,
57

7
27

4,
66

9
39

2,
38

7
2,
86

4,
41

1
3,
92

3,
85
0

　
　
　

　
福
利
厚
生
費

4,
32
2,

11
4

0
4,

32
2,

11
4

4,
32
2,

11
4

2,
24
1,

09
6

2,
40
1,
17

4
1,
12

0,
54

8
1,
60

0,
78

7
11
,6

85
,7
19

16
,0
07

,8
33

　
　
　

　
旅
費
交
通
費

85
5,

84
2

0
85
5,

84
2

85
5,

84
2

44
3,

77
0

47
5,
46

7
22

1,
88

5
31

6,
98

0
2,
31

3,
94

4
3,
16

9,
78
6

　
　
　

　
電
話
費

22
3,

72
8

0
22
3,

72
8

0
19
2,

86
9

24
6,
87

2
15
,4

29
92
,5
78

54
7,
74

8
77

1,
47
6

  
 　

　
 減

価
償
却
費

1,
46
6,

80
7

0
1,

46
6,

80
7

52
,0
71
,6

51
73
3,

40
3

11
,0

01
,0

53
6,
60

0,
63

1
1,
46

6,
80

9
71
,8

73
,5
47

73
,3
40

,3
54

　
　
　

　
什
器
備
品
費

0
0

0
80
3,

12
4

0
0

0
0

80
3,
12

4
80

3,
12
4

　
　
　

　
事
務
用
品
費

20
2,

01
1

0
20
2,

01
1

0
17
4,

14
8

22
2,
90

9
13
,9

31
83
,5
93

49
4,
58

1
69

6,
59
2

　
　
　

　
消
耗
品
費

0
0

0
3,

22
6,

06
1

40
3,

25
7

40
3,
25

9
0

0
4,
03

2,
57

7
4,
03

2,
57
7

　
　
　

　
図
書
費

0
0

0
42
9,

75
9

0
0

0
0

42
9,
75

9
42

9,
75
9

　
　
　

　
営
繕
費

0
0

0
18

,3
79
,3

60
0

0
0

0
18
,3

79
,3
60

18
,3
79

,3
60

　
　
　

　
施
設
保
守
費

0
0

0
74

,7
36
,1

75
0

0
0

0
74
,7

36
,1
75

74
,7
36

,1
75

　
　
　

　
給
水
冷
暖
房
費

41
1,

41
6

0
41
1,

41
6

14
,6
05
,2

77
20
5,

70
8

3,
08
5,
62

1
1,
85

1,
37

3
41

1,
41

8
20
,1

59
,3
97

20
,5
70

,8
13

　
　
　

　
電
灯
電
力
費

68
5,

77
9

0
68
5,

77
9

24
,3
45
,1

74
34
2,

88
9

5,
14
3,
34

6
3,
08

6,
00

8
68

5,
78

2
33
,6

03
,1
99

34
,2
88

,9
78

　
　
　

　
保
険
料

0
0

0
1,

05
3,

09
0

0
0

0
0

1,
05

3,
09

0
1,
05

3,
09
0

　
　
　

　
租
税
公
課

0
0

0
56

,5
69
,6

00
0

0
0

0
56
,5

69
,6
00

56
,5
69

,6
00

　
　
　

　
会
報
費

60
,0
68

,4
51

0
60

,0
68
,4

51
0

0
0

0
0

0
60

,0
68

,4
51

　
　
　

　
氏
名
録
関
連
費

0
0

0
0

0
27
,2

45
,4

30
0

0
27
,2

45
,4
30

27
,2
45

,4
30

　
　
　

　
講
演
会
等
経
費

0
0

0
0

8,
54
9,

03
0

4,
93
4,
78

9
0

9,
24

0,
26

2
22
,7

24
,0
81

22
,7
24

,0
81

　
　
　

　
会
員
活
動
強
化
費

0
0

0
0

0
0

0
5,
55

0,
76

5
5,
55

0,
76

5
5,
55

0,
76
5

　
　
　

　
七
大
学
支
援
費

0
7,

18
0,

00
0

7,
18
0,

00
0

0
0

0
35

7,
00

0
0

35
7,
00

0
7,
53

7,
00
0

　
　
　

　
シ
ス
テ
ム
管
理
費

4,
06
6,

05
8

0
4,

06
6,

05
8

72
5,

71
5

60
4,

76
2

60
4,
76

2
12

0,
95

2
36

2,
85

9
2,
41

9,
05

0
6,
48

5,
10
8

　
　
　

　
会
場
施
設
使
用
料

0
0

0
0

97
3,

00
0

61
0,
00

0
0

14
0,
00

0
1,
72

3,
00

0
1,
72

3,
00
0

正
味

財
産

増
減

計
算

内
訳

書
 

（単
位

：円
）

実
施

事
業

等
会

計
そ

の
他

事
業

会
計

法
人

会
計

合
計

そ
の

他
事

業
小

計

(平
成

２
９

年
４

月
１

日
か

ら
平

成
３

０
年

３
月

３
１

日
）

小
計

会
館

運
営

事
業

講
演

会
等

事
業

会
員

親
睦

事
業

七
大

学
生

支
援

事
業
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②
管

理
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
0
0
,
2
7
1
,
0
5
9

1
0
0
,
2
7
1
,
0
5
9

　
　
　

　
役

員
報

酬
5
,
2
5
6
,
6
3
9

5
,
2
5
6
,
6
3
9

　
　
　

　
給

料
手

当
3
3
,
8
5
0
,
8
3
1

3
3
,
8
5
0
,
8
3
1

　
　
　

　
賞

与
引

当
金

繰
入

額
1
,
7
4
3
,
0
4
0

1
,
7
4
3
,
0
4
0

　
　
　

　
役

員
退

職
慰

労
引

当
金

繰
入

額
8
2
1
,
2
5
1

8
2
1
,
2
5
1

　
　
　

　
退

職
給

付
費

用
1
,
3
7
8
,
6
5
0

1
,
3
7
8
,
6
5
0

　
　
　

　
福

利
厚

生
費

7
,
1
8
7
,
7
8
4

7
,
1
8
7
,
7
8
4

　
　
　

　
旅

費
交

通
費

1
,
5
6
5
,
9
2
4

1
,
5
6
5
,
9
2
4

　
　
　

　
会

議
費

5
,
3
5
7
,
4
0
7

5
,
3
5
7
,
4
0
7

　
　
　

　
賃

借
料

1
1
5
,
6
2
8

1
1
5
,
6
2
8

　
　
　

　
電

話
費

3
3
0
,
6
3
4

3
3
0
,
6
3
4

 
 
　
　

 
 
減

価
償

却
費

3
,
1
7
7
,
2
4
6

3
,
1
7
7
,
2
4
6

　
　
　

　
事

務
用

品
費

2
9
8
,
5
4
7

2
9
8
,
5
4
7

　
　
　

　
給

水
冷

暖
房

費
6
3
6
,
2
2
0

6
3
6
,
2
2
0

　
　
　

　
電

灯
電

力
費

1
,
0
6
0
,
4
9
3

1
,
0
6
0
,
4
9
3

　
　
　

　
租

税
公

課
1
9
,
7
6
8
,
1
8
4

1
9
,
7
6
8
,
1
8
4

　
　
　

　
会

員
証

作
成

費
1
,
0
3
9
,
7
9
5

1
,
0
3
9
,
7
9
5

　
　
　

　
集

金
費

5
,
4
5
6
,
1
8
1

5
,
4
5
6
,
1
8
1

　
　
　

　
業

務
委

託
料

4
,
9
8
7
,
5
0
0

4
,
9
8
7
,
5
0
0

　
　
　

　
シ

ス
テ

ム
管

理
費

5
,
1
1
6
,
5
0
9

5
,
1
1
6
,
5
0
9

　
　
　

　
雑

費
1
,
1
2
2
,
5
9
6

1
,
1
2
2
,
5
9
6

 
 
 
　
経

常
費

用
計

1
0
3
,
2
4
7
,
3
5
4

7
,
1
8
0
,
0
0
0

1
1
0
,
4
2
7
,
3
5
4

2
8
0
,
5
3
4
,
8
9
2

2
9
,
5
9
6
,
0
5
4

7
2
,
1
5
9
,
0
9
9

2
0
,
7
5
3
,
8
1
7

3
0
,
4
7
4
,
7
8
4

4
3
3
,
5
1
8
,
6
4
6

1
0
0
,
2
7
1
,
0
5
9

6
4
4
,
2
1
7
,
0
5
9

 
評

価
損

益
等

調
整
前

当
期

経
常

増
減

額
▲

 
9
5
,
4
0
3
,
7
4
6

▲
 
7
,
1
8
0
,
0
0
0

▲
 
1
0
2
,
5
8
3
,
7
4
6

5
7
,
5
2
8
,
4
6
7

▲
 
1
9
,
7
3
3
,
9
9
2

▲
 
4
2
,
0
4
7
,
5
8
5

▲
 
2
0
,
7
5
3
,
8
1
7

▲
 
2
0
,
3
2
6
,
4
8
8

▲
 
4
5
,
3
3
3
,
4
1
5

1
2
9
,
7
7
8
,
8
7
7

▲
 
1
8
,
1
3
8
,
2
8
4

　
 
 
 
特

定
資

産
評
価

損
益

等
0

1
1
,
8
2
0
,
7
0
0

1
1
,
8
2
0
,
7
0
0

当
期

経
常

増
減

額
▲

 
9
5
,
4
0
3
,
7
4
6

▲
 
7
,
1
8
0
,
0
0
0

▲
 
1
0
2
,
5
8
3
,
7
4
6

5
7
,
5
2
8
,
4
6
7

▲
 
1
9
,
7
3
3
,
9
9
2

▲
 
4
2
,
0
4
7
,
5
8
5

▲
 
2
0
,
7
5
3
,
8
1
7

▲
 
2
0
,
3
2
6
,
4
8
8

▲
 
4
5
,
3
3
3
,
4
1
5

1
4
1
,
5
9
9
,
5
7
7

▲
 
6
,
3
1
7
,
5
8
4

２
.
経
常

外
増

減
の
部

（
1
）
経

常
外

収
益

0
0

　
　
経

常
外

収
益

計
0

0

（
2
）
経

常
外

費
用

　
①
基

本
財

産
除

却
損

7
,
9
4
5
,
6
1
1

7
,
9
4
5
,
6
1
1

 
 
 
 
建

物
附

属
設

備
除

却
損

7
,
0
5
1
,
1
5
0

7
,
0
5
1
,
1
5
0

 
 
　
構

築
物

除
却

損
8
9
4
,
4
6
1

8
9
4
,
4
6
1

　
②
特

定
資

産
償

還
損

6
6
0
,
0
0
0

6
6
0
,
0
0
0

　
③
固

定
資

産
除

却
損

1
,
5
4
2
,
9
3
4

1
,
5
4
2
,
9
3
4

　
 
 
什

器
備

品
除

却
損

1
,
5
0
1
,
4
4
0

1
,
5
0
1
,
4
4
0

　
 
一
括

償
却

資
産
廃

棄
損

4
1
,
4
9
4

4
1
,
4
9
4

　
　
経

常
外

費
用

計
1
0
,
1
4
8
,
5
4
5

1
0
,
1
4
8
,
5
4
5

　
　
当

期
経

常
外

増
減

額
　

▲
 
1
0
,
1
4
8
,
5
4
5

▲
 
1
0
,
1
4
8
,
5
4
5

　
　
税

引
前

一
般

正
味

財
産

増
減

額
▲
 
1
6
,
4
6
6
,
1
2
9

▲
 
1
6
,
4
6
6
,
1
2
9

　
　
法

人
税

・
住

民
税

及
び

事
業

税
1
4
0
,
0
0
0

　
　
当

期
一

般
正

味
財

産
増

減
額

▲
 
1
6
,
6
0
6
,
1
2
9

　
　
一

般
正

味
財

産
期

首
残

高
4
,5

1
9
,6

5
5
,8

1
3

　
　
一

般
正

味
財

産
期

末
残

高
4
,5

0
3
,0

4
9
,6

8
4

Ⅱ
指
定

正
味

財
産

増
減

の
部

　
　
当

期
指

定
正

味
財

産
増

減
額

0

　
　
指

定
正

味
財

産
期

首
残

高
0

　
　
指

定
正

味
財

産
期

末
残

高
0

Ⅲ
正
味

財
産

期
末

残
高

4
,
5
0
3
,
0
4
9
,
6
8
4
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財 務 諸 表 に 対 す る 注 記 

 

１．重要な会計方針 

（１）有価証券の評価基準及び評価方法 

   ①子  会  社  株  式：原価法によっている。 

 ②その他有価証券 ：期末の市場価格等に基づく時価法によっている。 

 

（２）固定資産の減価償却の方法 

有形固定資産 

建 物 及 び 什 器 備 品：定率法によっている。但し、平成１０年４月１日以降に取得し

た建物（建物附属設備は除く）並びに平成２８年４月１日以降

に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用

している。また税法上の一括償却資産に該当するものは、

３年間の均等償却によっている。 

 

無形固定資産 

ソ フ ト ウ エ ア：法人内における利用可能期間（５年）に基づき定額法によっている。 

 

（３）引当金の計上基準 

   ①賞 与 引 当 金 ：職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期

に帰属する額を計上している。 

    

②退 職 給 付 引 当 金 ：職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に

基づき、当期末に発生していると認められる額を計上している。 

なお、退職給付債務は期末自己都合要支給額に基づいて計算し

ている。 

    

③役員退職慰労引当金：役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支

給額を計上している。 

 

（４）消費税等の会計処理 

   消費税等の会計処理は税抜方式によっている。 

 

（５）実施事業資産 

学士会館の面積２％相当を事務スペースとして使用。 

   （土地 8,647,866 円 建物 6,617,353 円） 
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２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高  

   基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 

（単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳  

   基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 

（単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

　土　　地 432,393,320 － － 432,393,320

　建　　物 374,632,674 21,583,359 65,348,354 330,867,679

小　　　計 807,025,994 21,583,359 65,348,354 763,260,999

特定資産

　建物改築引当特定資産 1,558,744,800 660,000 4,656,800 1,554,748,000

　建物設備修繕特定資産 1,512,361,068 245,350,000 263,868,829 1,493,842,239

　会員活動強化特定資産 289,982,458 23,820,400 8,102,808 305,700,050

　終身会費特定資産 87,300,000 19,250,000 8,745,000 97,805,000

　退職給付引当特定資産 75,217,750 3,740,000 1,337,500 77,620,250

　役員退職慰労引当特定資産 3,895,430 779,168 886,668 3,787,930

小　　　計 3,527,501,506 293,599,568 287,597,605 3,533,503,469

合　　　計 4,334,527,500 315,182,927 352,945,959 4,296,764,468

科　　　　目 当期末残高
（うち指定正味財産
　からの充当額）

（うち一般正味財産
　からの充当額）

（うち負債に対応
　する額）

基本財産

　土　　地 432,393,320 － (432,393,320) －

　建　　物 330,867,679 － (330,867,679) －

小　　　計 763,260,999 － (763,260,999) －

特定資産

　建物改築引当特定資産 1,554,748,000 － (1,554,748,000) －

　建物設備修繕特定資産 1,493,842,239 － (1,493,842,239) －

　会員活動強化特定資産 305,700,050 － (305,700,050) －

　終身会費特定資産 97,805,000 － (97,805,000) －

　退職給付引当特定資産 77,620,250 － － (77,620,250)

役員退職慰労引当特定資産 3,787,930 － － (3,787,930)

小　　　計 3,533,503,469 － (3,452,095,289) (81,408,180)

合　　　計 4,296,764,468 － (4,215,356,288) (81,408,180)
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４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高  

   固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。 

（単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．関連当事者との取引の内容 

   関連当事者との取引の内容は、次のとおりである。 

（単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税が含まれている。 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

（※）価格その他の取引は、市場実勢を参考に当会が希望価格を提示し、価格交渉の上で決定している。 

 

６．退職給付関係 

（１）採用している退職給付制度の概要 

    確定給付型の制度として退職一時金制度を設けている。 
 
（２）退職給付債務及びその内訳    

（単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

①退職給付債務 △ 77,620,250

②会計基準変更時差異の未処理額 0

③退職給付引当金（①＋②） △ 77,620,250

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建 物 2,097,269,603 1,766,401,924 330,867,679

什 器 備 品 276,825,133 220,692,611 56,132,522

一 括 償 却 資 産 7,978,757 6,920,016 1,058,741

ソ フ ト ウ エ ア 68,060,408 57,595,289 10,465,119

合　　　計 2,450,133,901 2,051,609,840 398,524,061

科　　　　目

属性 法人等の名称 住所 資産総額 事業内容 議決権所有割合

子会社
株式会社
学士会館精養軒

東京都千代田区神田錦町
３－２８－１

663,527,492
　飲食業・
　旅館他

100%

取引の内容 取引金額 科目 期末残高

役員の兼務等 事業上の関係

－ 会館運営の委託

関係内容

　会館運営に伴う
　施設貸与（※）

336,623,359 未収金 30,634,355
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（３）退職給付費用に関する事項 

                    （単位：円） 

 

 

 

 

 

（４）退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 

    退職給付債務の計算に当たっては、退職一時金制度に基づく期末自己都合要支給額を 

基礎として計算している。 

 

７．金融商品の状況に関する事項 

（１）金融商品に対する取組方針 

当法人は、法人運営の財源の一部分を運用益によって賄うため、債券、仕組債により

資産運用する。 

当法人が利用するデリバティブ取引は、仕組債のみであり、一定の金額を限度として

いる。なお、投機目的のデリバティブ取引は行わない方針である。 

 

（２）金融商品の内容及びそのリスク 

特定資産の一部は、債券、仕組債であり、発行体の信用リスク、市場リスク（金利の

変動リスク、為替の変動リスク及び市場価格の変動リスク）がある。 

 

（３）金融商品のリスクに係る管理体制 

 

①資金管理規程に基づく取引 

金融商品の取引は、当法人の資金管理規程に基づき行う。 

 

②信用リスクの管理 

発行体の信用情報や時価の状況を定期的に把握し、理事会に報告する。 

 

③市場リスクの管理 

関連する市場の動向を定期的に把握し、理事会に報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

①勤務費用 3,740,000

②会計基準変更時差異の費用処理額 0

③退職給付費用（①＋②） 3,740,000
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附 属 明 細 書 

 

１.基本財産及び特定資産明細 

    財務諸表に対する注記に記載しているため、附属明細での記載を省略している。 

 

２.引当金明細 

 
（単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的使用 その他

賞 与 引 当 金 6,667,000 6,704,000 6,667,000 － 6,704,000

退 職 給 付 引 当 金 75,217,750 3,740,000 1,337,500 － 77,620,250

役員退職慰労引当金 3,895,430 779,168 886,668 － 3,787,930

合　　　　計 85,780,180 11,223,168 8,891,168 － 88,112,180

科　　　　目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
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財  産  目  録 

（平成３０年３月３１日現在） 

（単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．流動資産

現金預金

（手許有高） 497,840

（ゆうちょ銀行） 16,428,282

（三菱東京UFJ銀行他） 201,642,819

未収金 （会館運営収入未収分他） 36,597,965

仮払金 （鑑賞ツアーキャンセル料） 638,915

前払費用 （損害保険、鑑賞ツアー他） 4,455,839

流動資産合計 260,261,660

2．固定資産

（1）基本財産

（千代田区神田錦町三丁目

　28番1,28番2,28番3,28番4,

　敷地3,399.97㎡） 432,393,320

（千代田区神田錦町三丁目

　28番地1学士会館建物地下1

　階付5階建延9,337.47㎡） 330,867,679

基本財産合計 763,260,999

（2）特定資産

建物改築引当特定資産 （第311回利付10年国債他） 1,554,748,000

建物設備修繕特定資産 （第144回三菱東京UFJ銀行債他） 1,493,842,239

会員活動強化特定資産 （第27回三井住友銀行債他） 305,700,050

終身会費特定資産 （三菱東京UFJ銀行普通預金他） 97,805,000

退職給付引当特定資産 （三井住友銀行定期預金他） 77,620,250

役員退職慰労引当特定資産 （三菱東京UFJ銀行普通預金） 3,787,930

特定資産合計 3,533,503,469

（3）その他固定資産

什器備品 （電気製品他） 56,132,522

一括償却資産 （厨房機器他） 1,058,741

ソフトウエア （会員管理DB他） 10,465,119

子会社株式 （㈱学士会館精養軒） 16,000

その他固定資産合計 67,672,382

固定資産合計 4,364,436,850

4,624,698,510

1．流動負債

未払金 （各業者に対する未払額） 27,094,612

前受金 （平成30年度鑑賞ツアー他） 3,644,320

預り金 （職員他源泉所得税他） 1,370,114

未払消費税等 （平成29年度確定消費税額） 1,427,600

賞与引当金 （職員賞与に対する引当金） 6,704,000

流動負債合計 40,240,646

2．固定負債

退職給付引当金 （職員14名分） 77,620,250

役員退職慰労引当金 （役員18名分） 3,787,930

固定負債合計 81,408,180

121,648,826

4,503,049,684

現 金

Ⅰ 資 産 の 部

科　　　　　　目 金 額

正 味 財 産

負 債 合 計

振替 預金

普通 預金

土 地

建 物

資 産 合 計

Ⅱ 負 債 の 部
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平成３０年５月２４日 

一般社団法人 学士会 
理事長 佐々木 毅 殿 

 
一般社団法人 学 士 会 

 
監 事 岡 田 明 重  

   
監 事 橋 本   徹  

  
監 事 福 井 俊 彦  

  
監 事 三 木 繁 光  

監 査 報 告  

私たち監事は、平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までの当法人の事業年度の

事業報告、計算書類、附属明細書、公益目的支出計画実施報告書その他理事の職務の執行に

ついて監査を行いましたので、以下の通り報告いたします。 

１ 監査の方法及びその内容 

 私たち監事は、理事及びその使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整

備に努めるとともに、理事会その他重要会議に出席し、理事等からその職務の執行について

報告を受け、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産の調査を行い、当該事業年度の事業

報告及びその附属明細書の妥当性を検討いたしました。さらに会計帳簿又はこれに関する資

料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類及びその附属明細書並びに公益目的支出計画

実施報告書について監査を行いました。 

２ 監査の結果 

（１）事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、当法人の状況を正しく示して

いるものと認めます。 

（２）理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は

認められません。 

（３）計算書類及びその附属明細書は当法人の財産及び損益の状況をすべての重要な点にお

いて適正に表示しているものと認めます。 

（４）公益目的支出計画実施報告書は、法令及び定款に従い、当法人の公益目的支出計画の

実施の状況を正しく示しているものと認めます。 

以上 
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第２号議案     任期満了に伴う理事１４名の選任について 

 現任理事１４名全員が本代議員総会終結の時をもって任期満了となります。したがいまして、本代議員総会

にて理事１４名の選任をお願いいたします。 

なお、定款第２６条の定めにより、本会の理事定数は１０名以上１５名以内となっております。 

 候補者は次のとおりです。 

候補者 

番号 
氏  名 

出身大学・学部 

卒年等 
略歴、本会における役職等 

１ 

再任 
佐々木
さ さ き

   毅
たけし

 
東京大学 法学部 

昭和 40 年卒 

学士会 理事長 

元東京大学 総長（名誉教授）、日本学士院会員 

(公社) 国土緑化推進機構 理事長 

２ 

再任 
大垣
おおがき

  眞一郎
しんいちろう

 
東京大学 工学部 

昭和 44 年卒 

学士会 常務理事・会員増強実行委員会委員長 

(公財）水道技術研究センター 理事長 

東京大学 名誉教授 

３ 

再任 
桐野
き り の

    髙
たか

明
あき

 
東京大学 医学部 

昭和 47 年卒 

学士会 常務理事・学士会館整備検討委員会座

長、（独法）佐賀県医療センター好生館理事長 

元東京大学理事・副学長（名誉教授） 

４ 

再任 
五十嵐
い が ら し

 三津
み つ

雄
お

 
北海道大学 法学部 

昭和 38 年卒 

学士会 理事 

(公財)大川情報通信基金 会長 

元郵政事務次官 

５ 

再任 
小林
こばやし

   俊 一
しゅんいち

 
大阪大学 理学部 

昭和 37 年卒 

学士会 理事 

理化学研究所名誉相談役 

元東京大学 副学長（名誉教授） 

６ 

再任 
篠沢
しのざわ

   恭
きょう

助
すけ

 
東京大学 法学部 

昭和 35 年卒 

学士会 理事・会報編集委員会委員長 

(公財)資本市場研究会 理事長 

元大蔵事務次官 

７ 

再任 
梶山
かじやま

   千里
ち さ と

 
九州大学 工学部 

昭和 39 年卒 

学士会 理事 

福岡女子大学 理事長・学長 

前九州大学 総長（名誉教授） 

８ 

再任 
長尾
な が お

    真
まこと

 
京都大学 工学部 

昭和 34 年卒 

学士会 理事 

前国立国会図書館館長、日本学士院会員 

元京都大学 総長（名誉教授） 

９ 

再任 
丹羽
に わ

  宇
う

一郎
いちろう

 
名古屋大学 法学部 

昭和 37 年卒 

学士会 理事 

元伊藤忠商事株式会社 取締役会長 

元中華人民共和国駐箚特命全権大使 

１０ 

再任 
阿部
あ べ

   博之
ひろゆき

 
東北大学 工学部 

昭和 34 年卒 

学士会 理事 

元東北大学 総長（名誉教授） 

 

１１ 

再任 
樺山
かばやま

   紘一
こういち

 
東京大学 文学部 

昭和 40 年卒 

学士会 理事 

印刷博物館館長 

東京大学名誉教授 
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１２ 

再任 
稲葉
い な ば

   延雄
の ぶ お

 
東京大学 経済学部 

昭和 49 年卒 

学士会 理事 

㈱リコー取締役会議長、リコー経済社会研究所常

任参与、元日本銀行理事 

１３ 

再任 
佐藤
さ と う

   禎一
ていいち

 
京都大学 法学部 

昭和 39 年卒 

学士会 理事 

東京国立博物館名誉館長、元文部事務次官 

元日本政府ユネスコ代表部特命全権大使 

１４ 

新任 
櫻井
さくらい

   龍子
りゅうこ

 
九州大学 法学部 

昭和 44 年卒 

学士会 九州大学選挙区委員会委員長 

元最高裁判所判事 

元労働省女性局長 
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第３号議案       任期満了に伴う監事２名の選任について  

 

 現任監事４名のうち、本代議員総会終結の時をもって岡田明重監事、三木繫光監事の２名が任期満了と

なりますので、監事２名の選任をお願いいたします。 

 本議案につきましては、監事全員の同意を得ております。 

 候補者は次のとおりです。 

候補者 

番号 
氏  名 

出身大学・学部 

卒年等 
略歴、本会における役職等 

１ 

再任 
岡田
お か だ

   明重
あきしげ

 
東京大学 法学部 

昭和 38 年卒 

学士会 監事 

三井住友銀行名誉顧問 

元三井住友銀行会長 

２ 

再任 
三木
み き

   繁光
しげみつ

 
東京大学 法学部 

昭和 33 年卒 

学士会 監事 

三菱ＵＦＪ銀行特別顧問 

元三菱東京ＵＦＪ銀行会長 
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第４号議案 

選挙管理委員会委員及び選挙区委員会委員の推薦について 

 

 本年６月末日をもって任期満了となる選挙管理委員会委員及び選挙区委員会委員について「学士会代議員

選挙規則」第５条第３項並びに第６条第３項の規定に基づき、以下の候補者を 

推薦致します。 

 

 

１．選挙管理委員会委員  

  □推薦候補者 （敬称略） 

氏 名 選挙区 学部・卒年 区分 経歴等 

西尾   勝 東 京 大 学 法・３６ 再 前地方公共団体情報システム機構理事

長 

児嶋  眞平 京 都 大 学 工・３４ 再 京都大学名誉教授／元福井大学学長 

里見   進 東 北 大 学 医・４９ 新 日本学術振興会理事長／前東北大学総

長 

古川 貞二郎 九 州 大 学 法・３３ 再 (福)恩賜財団母子愛育会会長／元内閣

官房副長官 

中村  睦男 北海道大学 法・３６ 再 北海道大学名誉教授／元北海道大学総

長 

平野  俊夫 大 阪 大 学 医・４７ 再 量子科学技術研究開発機構理事長／ 

前大阪大学総長 

浜田   道代 名古屋大学 法・４５ 再 名古屋大学名誉教授／元公正取引委員

会委員 
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２．選挙区委員会委員      

 （１）東京大学選挙区 推薦候補者（敬称略：卒年順） 

氏 名 学部・卒年 区分 特記 経歴等 

 増子   曻 工・３２ 再 代議員 東京大学名誉教授 

 伊藤   誠 経・３４ 新  東京大学名誉教授 

青山   善充 法・３７ 新 代議員 (一財)日本法律家協会副会長／東京大学

名誉教授 

 相原   博昭 理・５３ 再  東京大学大学執行役・副学長 

 武川   正吾 文・５４ 新  東京大学院人文社会系研究科教授 

 

 

 （２）京都大学選挙区 推薦候補者（敬称略：卒年順） 

氏 名 学部・卒年 区分 特記 経歴等 

 山岡   義生 医・４０ 再 代議員 男山病院名誉院長／京都大学名誉教授 

 林田   英樹 法・４１ 新  (公社)日本工芸会理事長／元文化庁長官 

 家村   浩和 工・４３ 再  元近畿職業能力開発大学校校長 

 金田   章裕 文・４４ 新 代議員 京都大学名誉教授／元人間文化研究機

構機構長 

 磯村  辰生 経・５１ 再  万兵(株)代表取締役社長 

  

 

（３）東北大学選挙区 推薦候補者（敬称略：卒年順） 

氏 名 学部・卒年 区分 特記 経歴等 

 大槻  幹雄 工・２９ 再 代議員 元富士通(株)代表取締役副社長 

 川村  恒明 法・３４ 新  元文化庁長官・元国立科学博物館館長 

 久道   茂 医・３８ 再 代議員 (公財)宮城県対がん協会会長 

 菊池  武剋 文・４３ 再  東北大学名誉教授 

 野家  啓一 理・４６ 再  東北大学教養教育院総長特命教授 

 

 

 （４）九州大学選挙区 推薦候補者（敬称略：卒年順） 

氏 名 学部・卒年 区分 特記 経歴等 

 籾井   勝人 経・４０ 再 代議員 前日本放送協会会長 

石橋   達朗 医・５０ 再  九州大学理事・副学長 

 荒殿   誠 理・５０ 新  九州大学理事・副学長 

 塚本   修 工・５２ 新  (一財)石炭エネルギーセンター理事長 

山縣 由美子 文・５６ 新  九州大学理事 
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 （５）北海道大学選挙区 推薦候補者（敬称略：卒年順） 

氏 名 学部・卒年 区分 特記 経歴等 

 沢   邦彦 工・３４ 再 代議員 元富士電機㈱社長／月島機械㈱顧問 

 柿田   章 医・３８ 再  いわき湯本病院名誉院長 

 佐藤  征紀 工・３９ 再  (特非)BHN テレコム支援協議会理事長 

 堀田  国元 農・４２ 再 代議員 (一財)機能水研究振興財団理事長 

 笠原  正典 医・５５ 新  北海道大学理事・副学長 

 

 

（６）大阪大学選挙区 推薦候補者（敬称略：卒年順） 

氏 名 学部・卒年 区分 特記 経歴等 

 江口  順一 法・３３ 再  大阪大学名誉教授 

 楠本  正一 理・３８ 再  大阪大学名誉教授 

 日納  義郎 工・４２ 新 代議員 住友重機械工業㈱相談役 

 恵比須 繁之 歯・４７ 再 代議員 大阪大学大学院歯学研究科特任教授・名

誉教授 

 井上 ゆかり 経・６０ 新  日本ケロッグ(同)代表職務執行者社長 

 

 

 （７）名古屋大学選挙区 推薦候補者（敬称略：卒年順） 

氏 名 学部・卒年 区分 特記 経歴等 

内藤   茂 文・３０ 再  元 NHK 論説委員 

片岡   大造 法・３７ 再 代議員 前名大全学同窓会関東支部事務局長 

奥村   洋彦 経・３９ 再 代議員 学習院大学名誉教授 

横田   昭 工・４２ 再  伊藤忠商事㈱理事／元名古屋大学理事 

石川   靖文 農・５０ 再  (一社)日本開発工学会監事 

 

 

 

（参考）「学士会代議員選挙規則」 

  第５条（選挙管理委員会） 

   ３項 選挙管理委員会の委員は、各選挙区に所属する正会員から各１名を、代議員会 

      の推薦に基づき理事長が委嘱する。 

  第６条（選挙区委員会） 

   １項 各選挙区に５人の委員で組織する選挙区委員会を置く。 

   ３項 選挙区委員会の委員は、当該選挙区に所属する正会員から、代議員会の推薦に 

      基づき理事長が委嘱する。この場合、代議員である者を２名を超えて委嘱する 

      ことはできない。 
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